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中
国
研
究
集
刊 

果
号
（
総
六
十
三
号
）
平
成
二
十
九
年
六
月　

一
〇
五
︱
一
二
〇
頁

一　

は
じ
め
に

江
戸
後
期
の
漢
詩
人
柏
木
如
亭
（
一
七
六
三
～
一
八
一
九
）

は
、
江
戸
新
田
幕
府
小
普
請
方
（
幕
府
の
職
名
）
の
大
工
の
家
に

生
ま
れ
、
初
め
の
名
は
謙
、
字
は
益
夫
、
號
は
舒
婷
、
後
に
名
を

昶
、
字
を
永
日
に
改
め
た
。
そ
の
ほ
か
、
如
亭
、
痩
竹
、
晩
晴

堂
、
一
杖
閑
客
な
ど
と
も
號
し
た
。
若
い
頃
、
長
子
の
身
分
と
し

て
家
業
を
繼
承
す
る
が
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
職
を
辭

め
、
詩
や
畫
を
賣
り
な
が
ら
各
地
を
遊
歷
す
る
生
活
を
送
っ
た
。

若
く
し
て
詩
才
に
溢
れ
た
如
亭
は
、
市
河
寬
齋
に
「
江
湖
社
之
翹

楚
」（『
譯
注
聯
珠
詩
格
』
序
）
と
評
さ
れ
、
生
前
『
木
工
集
』
や

『
如
亭
山
人
稿
初
集
』（
以
下
『
初
集
』
と
略
稱
）
を
出
版
し
た
。

柏
木
如
亭
と
中
國
詩
學

――
『
詩
本
草
』
を
中
心
に

趙　

蕊
蕊

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）、
如
亭
は
水
腫
病
を
患
っ
て
死
を
覺
悟

し
、
晩
年
の
作
品
や
既
刊
未
収
の
詩
を
友
人
梁
川
星
巖
に
託
し
、

七
月
京
都
に
て
亡
く
な
っ
た
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）、
梁
川

星
巖
は
如
亭
の
遺
稿
を
『
如
亭
山
人
遺
稿
』（
以
下
『
遺
稿
』
と

略
稱
）
と
『
詩
本
草
』
を
編
集
し
て
刊
行
し
た
。

如
亭
の
『
詩
本
草
』
は
、
梁
川
星
巖
に
「
爲
山
人
最
愜
心
之
筆

（
山
人
の
最
も
心
に
愜
う
筆
爲
り
）」（『
詩
本
草
』
後
記
）
と
評
さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
、
各
地
遊
歷
と
美
食
を
題
材
に
し
て
、
詩

論
・
作
詩
の
技
術
を
具
體
的
に
論
じ
た
一
種
の
「
詩
話
」
に
類
す

る
随
筆
と
言
え
よ
う
。
如
亭
の
食
生
活
と
詩
學
觀
念
を
表
す
著
作

で
あ
り
、「
口
腹
の
文
學
」
（
注
1
）
と
も
評
價
さ
れ
て
い
る
。
柏
木

如
亭
と
『
詩
本
草
』
に
つ
い
て
は
、
新
谷
雅
樹
氏
、
新
稲
法
子
氏

な
ど
に
既
に
論
考
が
あ
る
（
注
2
）
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研

〔
特
集
〕
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究
を
踏
ま
え
、
如
亭
の
漢
詩
の
特
徴
に
著
目
し
、『
詩
本
草
』
の

發
言
に
卽
し
て
、
中
國
の
詩
歌
や
詩
學
の
受
容
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
た
い
。

二　

柏
木
如
亭
と
そ
の
漢
詩

（
一
）
如
亭
と
い
う
漢
詩
人

如
亭
に
つ
い
て
は
、
葛
西
因
是
が
「
柏
山
人
碑
」（
東
京
日
暮

里
の
養
福
寺
に
現
存
）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

噉
啖
狹
斜
、
魚
肉
非
嚼
大
塊
不
飽
。
風
月
之
遊
、
老
不
減

少
壯
。
衣
服
斬
新
、
務
逐
時
世
。
雖
不
嗜
酒
、
好
與
嫖
客
歌

娼
混
坐
、
時
時
作
戲
劇
打
諢
之
語
。
蓋
色
食
成
性
、
天
眞
爛

漫
、
人
亦
無
以
是
疵
山
人
。

狹
斜
〔
妓
楼
〕
に
噉
啖
し
、
魚
肉
は
大
塊
を
嚼
む
に
非
ざ

れ
ば
飽
か
ず
。
風
月
の
遊
、
老
い
て
少
壯
に
減ゆ

ず

ら
ず
。
衣
服

は
斬
新
に
し
て
、
務
め
て
時
世
を
逐
う
。
酒
を
嗜
ま
ざ
る
と

雖
も
、
好
み
て
嫖
客
歌
娼
と
混
坐
し
、
時
時
戲
劇
打
諢
の
語

を
作
す
。
蓋
し
色
食
は
性
と
成
り
、
天
眞
爛
漫
、
人
も
亦
た

是
れ
を
以
て
山
人
を
疵そ

し

る
無
し
。

如
亭
は
美
食
を
好
み
、「
色
食
は
性
と
成
り
、
天
眞
爛
漫
」
と
評

さ
れ
て
い
る
。
鮮
や
か
な
個
性
を
持
つ
奔
放
な
文
人
と
言
え
よ

う
。
若
い
頃
は
花
柳
街
に
遊
び
、
頽
廢
し
た
生
活
を
過
ご
し
て
お

り
、
同
時
代
の
大
窪
詩
佛
「
題
柏
永
日
肖
像
」
に
は
「
長
爲
風
月

主
、
世
事
謝
紛
紛
（
長
く
風
月
の
主
と
爲
り
、
世
事　

紛
紛
た
る

を
謝
す
）」
（
注
3
）
と
評
さ
れ
て
い
る
。

天
眞
爛
漫
な
性
格
の
如
亭
は
、
儒
家
を
輕
視
し
、
精
神
の
自
由

を
重
ん
じ
て
い
た
。『
詩
本
草
』
の
村
瀨
藤
城
の
跋
に
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

山
人
常
下
視
世
儒
、
不
翅
草
芥
。

山
人　

常
に
世
儒
を
下
視
す
、
翅
だ
草
芥
の
ご
と
く
す
る
の

み
な
ら
ず
。

ま
た
、
如
亭
は
俗
儒
を
輕
視
し
、
更
に
官
職
を
求
め
る
こ
と
に
も

執
心
し
な
か
っ
た
。
彼
自
身
「
還
京
城
寓
所
」（『
遺
稿
』
卷
一
）

に

老
夫
不
是
求
官
者　
　

老
夫　

是
れ
求
官
者
た
ら
ず

祗
愛
平
安
城
外
花　
　

祗
だ
愛
す　

平
安
城
外
の
花

と
述
べ
て
い
る
。
梁
川
星
巖
「
過
如
亭
山
人
埋
骨
處
、
潸
然
成
長

句
」
に
も
、
如
亭
に
つ
い
て

平
安
城
外
春
如
海　
　

平
安
城
外　

春
は
海
の
如
し　

只
愛
鶯
花
不
要
官　
　

只
だ
鶯
花
を
愛
し
て
官
を
要
め
ず
（
注
4
）

と
い
う
句
が
あ
る
。
ま
た
、
賴
山
陽
は
如
亭
を
「
一
落
魄
羈
人
」

（『
遺
稿
』
序
文
）
と
呼
び
、
そ
れ
に
續
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

山
人
棄
官
削
髪
、
隻
影
千
里
、
如
雲
水
僧
。
而
服
必
時
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樣
、
風
流
自
喜
、
如
遊
冶
少
年
。
喜
罵
座
、
食
時
新
不
論

錢
、
如
俠
客
。
而
飲
不
任
蕉
葉
、
几
研
整
齋
、
性
短
視
、
錄

詩
必
用
細
楷
、
如
謹
敕
書
生
。

山
人　

官
を
棄
て
て
削
髪
す
、
隻
影
千
里
、
雲
水
僧
の
如

し
。
而
し
て
服
す
る
は
必
ず
時
樣
た
り
、
風
流
に
し
て
自
ら

喜
ぶ
こ
と
遊
冶
の
少
年
の
如
し
。
座
を
罵
る
を
喜
び
、
時
新

を
食
ら
う
に
錢
を
論
ぜ
ず
、
俠
客
の
如
し
。
而
し
て
飲
め
ば

蕉
葉
に
任
え
ず
。
几
研
は
整
齋
、
性
は
短
視
、
詩
を
錄
す
る

に
必
ず
細
楷
を
用
う
る
は
、
謹
敕
の
書
生
の
如
し
。

賴
山
陽
は
如
亭
の
奔
放
な
個
性
を
「
雲
水
僧
」、「
遊
冶
少
年
」、

「
俠
客
」
に
、
そ
し
て
詩
歌
創
作
の
態
度
を
「
謹
敕
書
生
」
に
喩

え
て
い
る
。
彼
の
作
詩
に
耽
る
姿
は
、「
除
夜
」（『
初
集
』）
に
も

表
れ
て
い
る
。

囊
中
句
满
又
新
春	

囊
中
に
句
满
ち
て
又
た
新
春

追
得
唐
賢
舊
苦
辛	

追
い
得
た
り　

唐
賢
の
舊
苦
辛

擬
取
一
年
吟
詠
卷	

一
年
の
吟
詠
の
卷
を
取
り
て

亦
供
薄
酒
祭
詩
神	

�

亦
だ
薄
酒
を
供そ

な

え
て
詩
神
を
祭
ら
ん

と
擬
す

「
囊
中
句
」
は
、
中
唐
の
李
賀
が
詩
を
作
っ
た
そ
ば
か
ら
錦
の
囊

に
投
げ
込
ん
だ
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
（
注
5
）
。
最
後
の
二

句
で
は
、
年
末
に
一
年
の
間
に
作
っ
た
詩
を
取
り
出
し
、
薄
い
酒

を
備
え
て
神
樣
に
献
上
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
李
賀
と
同
時
代
の

賈
島
は
除
夜
に
酒
と
干
し
肉
を
捧
げ
て
、
詩
を
祭
っ
て
い
る
（
注
6
）
。

こ
こ
で
、
如
亭
は
賈
島
の
故
事
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
作
詩
す
る
樣

を
苦
吟
す
る
唐
代
の
詩
人
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
友
人
で
あ
っ
た

高
岡
秀
成
は
、
如
亭
の
作
詩
に
耽
る
姿
を
「
苦
吟
構
思
、
百
鍊
千

鍛
、
一
字
不
苟
、
豈
徒
五
字
撚
斷
數
莖
鬚
哉
（
苦
吟
構
思
、
百
練

千
鍛
、
一
字
も
苟
に
せ
ず
、
豈
に
徒
ら
に
五
字　

數
莖
の
鬚
を
撚

斷
せ
ん
や
）」（『
木
工
集
』
序
文
）
と
評
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
苦
吟
し
て
詩
句
を
練
り
、
作
詩
に
没
頭
し

た
如
亭
の
漢
詩
は
、
ど
の
よ
う
な
風
格
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

（
二
）
如
亭
の
漢
詩
の
風
格

若
い
時
、
如
亭
は
市
河
寬
齋
が
創
設
し
た
江
湖
詩
社
に
參
加

し
、
寬
齋
に
師
事
し
て
漢
詩
を
學
ん
だ
。
如
亭
と
市
河
寬
齋
、
大

窪
詩
佛
、
菊
池
五
山
は
、
江
湖
社
の
四
家
と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
の

漢
詩
の
創
作
は
、
清
の
袁
枚
の
「
性
靈
説
」
（
注
7
）
の
影
響
を
強
く

受
け
、
個
性
を
強
調
し
て
清
新
の
詩
を
尊
重
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
大
窪
詩
佛
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

河
寬
先
生
開
江
湖
社
、
首
唱
白
香
山
、
而
李
王
模
擬
之
風

爲
之
一
變
。
清
袁
簡
齋
先
生
作
『
隨
園
詩
話
』、
專
唱
清
新

之
詩
、
痛
斥
七
子
之
風
。
推
年
考
之
、
其
時
正
相
當
。
非
事

之
不
謀
而
相
類
者
乎
。

（ 107 ）



河
寬
先
生
江
湖
社
を
開
き
、
白
香
山
（
白
居
易
）
を
首
唱

す
、
而
し
て
李
王
（
李
攀
龍
・
王
世
貞
）
の
模
擬
の
風
之
れ

が
爲
に
一
變
す
。
清
の
袁
簡
齋
先
生
（
袁
枚
）『
隨
園
詩
話
』

を
作
り
、
專
ら
清
新
の
詩
を
唱
え
、
七
子
の
風
を
痛
斥
す
。

年
を
推
し
て
之
れ
を
考
す
る
に
、
其
の
時
正
に
相
當
す
。
事

の
謀
ら
ず
し
て
相
類
す
る
に
非
ざ
る
か
（
注
8
）
。

「
江
湖
詩
社
」
の
名
前
か
ら
み
る
と
、
市
河
寬
齋
な
ど
の
漢
詩

人
は
意
識
し
て
南
宋
末
の
「
江
湖
詩
人
」
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
社
に
お
け
る
漢
詩
人
は
主
に
市
井
の
人
で

あ
り
、
政
治
、
仕
官
に
關
心
を
持
た
ず
、
創
作
し
た
漢
詩
も
政
治

と
の
關
係
は
稀
薄
で
あ
る
。

こ
の
詩
社
に
属
し
た
如
亭
が
創
作
し
た
漢
詩
は
、
や
は
り
性
靈

の
詩
風
の
影
響
を
受
け
（
注
9
）
、自
由
か
つ
開
放
的
な
態
度
で
清
新
、

新
奇
な
る
詩
を
追
求
し
た
。
賴
山
陽
「
論
詩
絶
句
二
十
七
首
」
其

の
二
十
三
は
、
如
亭
の
漢
詩
を
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

柏
昶
爲
詩
有
別
才　
　

柏
昶　

詩
を
爲
る
に
別
才
有
り

空
腸
直
吐
性
靈
來　
　

空
腸　

直
ち
に
性
靈
を
吐
き
來
る
（
注
10
）

擬
古
尊
經
の
思
想
に
縛
ら
れ
な
か
っ
た
如
亭
は
、
純
粹
な
精
神
を

以
て
漢
詩
を
作
っ
た
。
特
に
若
い
頃
に
は
多
く
の
艶
情
詩
を
作
っ

た
。『
詩
本
草
』
第
四
〇
段
「
吉
原
詞
」
に
は
次
の
よ
う
な
話
が

あ
る
。余

少
時
嘗
墮
在
酒
海
肴
山
於
北
里
之
中
、
作
吉
原
詞
三
十

首
。
頗
爲
同
臭
所
賞
、
後
不
復
作
此
種
詩
。

余　

少
き
時
嘗
て
墮
ち
て
酒
海
肴
山
に
在
り
、
北
里
の
中
に

於
い
て
吉
原
詞
三
十
首
を
作
る
。
頗
る
同
臭
の
賞
す
る
所
と

爲
る
、
後
に
復
た
此
の
種
の
詩
を
作
ら
ず
。

如
亭
の
詩
集
に
は
、「
宮
詞
」、「
歡
宵
」、「
別
後
」、「
晏
起
」
な

ど
風
月
（
色
ご
と
）
に
關
す
る
詩
作
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
類

の
詩
は
日
中
を
問
わ
ず
あ
ま
り
漢
詩
の
題
材
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
資
料
に
は
、「
吉
原
詞
」
を

作
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
、
後
に
そ
の
類
の
漢
詩
を
作
ら
な
か
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。

「
吉
原
詞
」
の
よ
う
な
作
品
の
ほ
か
、
如
亭
は
身
邊
の
瑣
事
や

細
部
を
観
察
し
、「
田
家
分
韻
」、「
秋
日
田
家
」、「
夏
日
幽
居
」

な
ど
の
地
方
の
風
俗
や
田
園
の
風
景
に
關
す
る
漢
詩
も
多
く
作
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
漢
詩
に
つ
い
て
、
高
岡
秀
成
は
『
木
工
集
』

の
序
文
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

永
日
初
受
規
則
於
寬
齋
河
先
生
。
河
先
生
者
、
首
唱
白
氏

風
於
世
、
其
徒
日
衆
。
永
日
既
得
其
法
、
而
稍
變
之
。
雜
以

宋
諸
名
家
、
最
喜
楊
誠
齋
、
方
秋
崖
體
。
其
述
情
賦
景
、
巧

入
纖
密
、
而
其
用
心
、
在
於
熔
鐵
成
金
。
凡
殊
俗
異
風
、
細

言
小
事
。
人
以
爲
不
可
入
華
語
者
、
悉
收
拾
來
做
詩
料
。

永
日
初
め
規
則
を
寬
齋
河
先
生
に
受
く
。
河
先
生
は
、
白

氏
の
風
を
世
に
首
唱
し
、
其
の
徒
日
に
衆
し
。
永
日　

既
に
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其
の
法
を
得
、
而
し
て
稍
之
れ
を
變
ず
。
雜
う
る
に
宋
の
諸

名
家
を
以
て
し
、
最
も
楊
誠
齋
（
楊
萬
里
）、
方
秋
崖
（
方

岳
）
の
體
を
喜
ぶ
。
其
の
情
を
述
べ
景
を
賦
す
に
、
巧
み
に

纖
密
に
入
り
、
而
る
に
其
の
用
心
、
熔
鐵
成
金
に
在
り
。
凡

そ
殊
俗
異
風
、
小
事
を
細
言
す
。
人　

以
て
華
語
に
入
る
べ

か
ら
ず
と
爲
す
者
、
悉
く
收
拾
し
来
た
り
て
詩
料
と
做
す
。

寛
齋
が
唱
え
た
「
白
氏
之
風
」
は
、
白
居
易
の
通
俗
な
詩
風
で
あ

る
。
白
氏
の
影
響
を
受
け
た
如
亭
は
、
後
に
は
「
楊
誠
齋
、
方
秋

崖
體
」、
南
宋
の
楊
萬
里
や
方
岳
の
詩
風
、
卽
ち
自
然
に
お
け
る

萬
物
を
好
ん
で
詠
い
、
性
情
を
重
視
し
、
童
心
を
理
想
と
す
る
詩

風
を
重
ん
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
如
亭
は
そ
れ
ま
で
漢
詩
に
詠
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
、
積
極

的
に
詩
の
材
料
に
し
て
い
る
。
彼
の
「
題
畫
」
十
二
首
（『
遺
稿
』

卷
二
）
其
四
に
も

身
外
皆
詩
料　
　

身
外　

皆
詩
料

秋
林
献
好
箋　
　

秋
林　

好
箋
を
献
ず

と
い
う
句
が
あ
る
。
如
亭
は
楊
萬
里
ら
の
詩
を
模
倣
し
、
細
事
や

小
動
物
な
ど
樣
々
な
物
を
詠
じ
て
い
る
。「
中
野
草
堂
」（『
初
集
』）

に

蝸
涎
現
篆
朝
暾
壁　
　

蝸
涎　

篆
を
現
す　

朝
暾
の
壁

蛛
網
留
珠
夜
雨
墻　
　

蛛
網　

珠
を
留
む　

夜
雨
の
墻

と
い
う
句
が
あ
る
。
茅
屋
を
詠
じ
る
な
か
、
そ
こ
に
住
む
蝸
や
蛛

な
ど
の
振
る
舞
い
に
意
を
払
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
微
細
な
觀

察
や
描
寫
は
宋
詩
の
風
格
と
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。

如
亭
の
漢
詩
を
通
覧
す
る
に
、
近
く
は
明
清
の
詩
に
、
遠
く
は

唐
宋
の
詩
に
學
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
、
如
亭
自
身
は
詩
を

作
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、

『
詩
本
草
』
の
發
言
を
見
て
い
き
な
が
ら
、
如
亭
の
示
す
作
詩
の

あ
り
方
を
檢
討
し
た
い
。

三　
『
詩
本
草
』
に
お
け
る
飲
食
を
詠
じ
る
詩

現
存
の
『
詩
本
草
』
は
四
十
八
段
落
か
ら
な
り
、
飲
食
に
關
連

す
る
名
品
、
物
語
、
料
理
方
法
、
養
生
知
識
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

そ
こ
に
は
、
飲
食
に
關
す
る
事
柄
を
詠
じ
た
詩
も
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。

ま
ず
、『
詩
本
草
』
第
七
段
「
蕎
麥
」
に
見
え
る
、
信
濃
（
現

長
野
縣
）
の
蕎
麥
に
つ
い
て
記
し
た
一
節
を
讀
ん
で
み
よ
う
。

蕎
麥
以
信
濃
爲
第
一
、
其
香
味
非
他
州
可
及
也
。
嘗
讀
書

于
墨
坂
大
夫
後
園
、
廚
下
頻
頻
供
之
。
因
作
「
蕎
麥
歌
」、

云
「
江
都
人
世
極
樂
國
、
口
腹
何
求
不
可
得
。
時
新
魚
菜
尚

奢
靡
、
燕
席
爭
供
如
奉
勒
。
昇
平
士
女
不
知
愁
、
食
前
方
丈

擬
公
侯
。
信
山
蕎
麥
無
物
敵
、
相
魚
駿
茄
遜
百
籌
」。

蕎
麥
は
信
濃
を
以
て
第
一
と
爲
す
、
其
の
香
味　

他
州
の
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及
ぶ
べ
き
に
非
ざ
る
な
り
。
嘗
て
書
を
墨
坂
大
夫
の
後
園
に

讀
み
、
厨
下
頻
頻
と
し
て
之
れ
を
供
す
。
因
て
「
蕎
麥
歌
」

を
作
る
、
云
く
「
江
都　

人
世
の
極
樂
國
、
口
腹
何
か
求
め

て
得
べ
か
ら
ざ
る
。
時
新
の
魚
菜　

奢
靡
を
尚
び
、
燕
席
爭

い
て
供
す
る
こ
と
勒
を
奉
ず
る
が
如
し
。
昇
平
の
士
女　

愁

を
知
ら
ず
、
食
前　

方
丈　

公
侯
に
擬
す
。
信
山
の
蕎
麥　

物
の
敵
す
る
無
し
、
相
魚　

駿
茄　

百
籌
を
遜
る
」。

文
化
三
年（
一
八
〇
六
）、
如
亭
は
墨
坂（
現
長
野
須
坂
市
）で
駒
澤

清
泉
の
と
こ
ろ
に
泊
ま
っ
て
い
た
。「
蕎
麥
歌
」
は
『
初
集
』（
注
11
）

に
收
め
ら
れ
、
初
め
に
江
都
（
現
東
京
）
に
お
け
る
飲
食
の
奢
靡

の
風
を
述
べ
、
最
後
に
「
相
魚
」（
相
模
魚
）、「
駿
茄
」（
駿
河

茄
）
と
い
う
美
味
で
す
ら
信
濃
の
蕎
麥
に
及
ば
な
い
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
飲
食
は
、
如
亭
の
日
常
生
活
を
彩
る
だ
け

で
な
く
、
地
方
の
風
土
を
贊
美
す
る
文
脈
で
も
詠
ま
れ
て
い
た
。

同
じ
く
信
濃
の
「
菘
」
に
つ
い
て
、『
詩
本
草
』
第
八
段
の

「
蔬
菜
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

信
濃
積
雪
中
所
挑
之
菘
、
勝
於
吾
鄉
春
時
之
鶯
菜
者
。
范

石
湖
所
謂
「
撥
雪
挑
來
躅
地
菘
」
也
。
…
…
此
風
味
實
與
朱

門
肉
食
者
難
言
。
便
題
一
絶
于
寓
居
之
壁
、
云
「
霜
落
山
村

樹
欲
空
、
朝
寒
煮
菜
坐
爐
紅
。
紺
珠
已
摘
殘
茄
盡
、
一
尺
琅

玕
剪
早
葱
」。

信
濃
の
積
雪
の
中
に
挑
ぐ
る
所
の
菘
、
吾
が
鄉
の
春
時
の

鶯
菜
な
る
者
に
勝
れ
り
。
范
石
湖
が
所い

わ

謂ゆ
る

「
雪
を
撥
し
て
挑

げ
來
る
躅
地
の
菘
」
な
り
。
…
…
此
の
風
味　

實
に
朱
門
肉

食
の
者
に
言
い
難
し
。
便
ち
一
絶
を
寓
居
の
壁
に
題
し
て
、

云
く
「
霜
落
ち
て
山
村　

樹
空
し
か
ら
ん
と
欲
す
、
朝
寒
菜

を
煮
て
爐
紅
に
坐
す
。
紺
珠
已
に
殘
茄
を
摘
み
盡
く
し
、
一

尺
の
琅
玕　

早
葱
を
剪
る
」。

こ
こ
で
如
亭
が
擧
げ
る
范
成
大
（
號
は
石
湖
）
は
、
楊
萬
里
、
陸

游
と
同
じ
く
江
戸
後
期
に
お
け
る
漢
詩
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を

與
え
た
南
宋
の
詩
人
で
あ
る
。
彼
ら
の
詩
は
、
身
近
に
あ
る
細
か

い
事
柄
を
叙
述
し
、
風
土
を
記
錄
す
る
特
徴
が
あ
り
、
詩
で
「
日

記
」
を
書
く
よ
う
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
地
方
の
名
物
に
つ
い
て
記
し
た
發
言
は
『
詩
本

草
』
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
第
十
六
段
「
大
刀
魚
」
に

東
海
有
大
刀
魚
、
卽
閩
中
帶
魚
也
。
春
夏
之
交
、
味
頗

美
。
余
好
啖
之
。
然
人
家
賤
視
弗
屑
供
客
。
往
年
喫
道
傍
小

店
。
醉
後
戲
書
小
詩
與
店
小
二
。
呐
喊
聲
銷
天
日
麗
、
波
濤

海
靜
太
平
初
。
折
刀
百
萬
沈
沙
去
、
一
夜
東
風
盡
作
魚
。

東
海
に
大
刀
魚
有
り
。
卽
ち
閩
中
の
帶
魚
な
り
。
春
夏
の

交
、
味
は
頗
る
美
な
り
。
余
好
み
て
之
れ
を
啖
う
。
然
れ
ど

も
人
家
賤
視
し
て
客
に
供
す
る
を
屑
し
と
せ
ず
。
往
年
、

道
傍
の
小
店
に
喫
す
。
醉
後
戲
れ
に
小
詩
を
書
し
て
店
小
二

に
與
う
。
呐
喊　

聲
銷
え
て
天
日
麗
し
、
波
濤　

海
靜
か
な
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り
太
平
の
初
。
折
刀
百
萬　

沙
に
沈
み
去
り
、
一
夜
東
風　

盡こ
と
ご
とく

魚
と
作な

る
。

「
大
刀
魚
」
は
「
鱭
」
の
俗
名
で
あ
り
、
美
味
で
は
あ
る
が
、

客
に
出
す
の
は
は
ば
か
ら
れ
る
よ
う
な
魚
で
あ
る
。
酒
に
醉
っ
た

如
亭
は
戲
れ
に
「
大
刀
魚
」
を
歌
い
、
そ
の
詩
を
「
店
小
二
（
小

僧
）」
に
與
え
た
。
第
三
句
は
杜
牧
「
赤
壁
」
の
「
折
戟
沈
沙
鐵

未
銷
、
自
將
磨
洗
認
前
朝
（
折
戟　

沙
に
沈
み
て
鐵
未
だ
銷
え

ず
、
自
ら
磨
洗
を
將
て
前
朝
を
認
む
）」
（
注
12
）
の
句
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
如
亭
は
歷
史
の
呐
喊
の
聲
、
激
し
い
戰
争
の
場
面

と
、
現
在
の
海
静
か
な
太
平
な
時
代
と
を
對
比
し
て
描
寫
す
る
。

そ
こ
に
は
折
れ
た
刀
が
「
大
刀
魚
」
と
な
っ
た
と
い
う
新
奇
な
發

想
か
ら
な
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
如
亭
は
飲
食
を
歌
う
時
、
し
ば
し
ば
遊
歷
の
憂
い

や
、
美
食
を
食
べ
て
の
喜
び
を
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
詩
本

草
』
の
第
十
七
段
「
鰹
」
に

東
海
舊
蕩
風
吹
綠
、
上
店
時
新
斫
赤
玉
。
正
是
江
都
清
和

天
、
此
時
口
饞
遂
所
欲
。
去
年
四
月
在
北
方
、
越
海
到
處
不

可
嘗
。
今
日
關
外
一
咀
嚼
、
大
勝
夜
夢
向
家
鄉
。
此
余
在
駿

河
桑
苾
堂
處
、
食
松
魚
而
所
作
也
。
…
…
余
栖
栖
他
鄉
、
忘

此
味
久
矣
。
而
卒
然
食
之
於
三
百
里
外
。
則
不
免
走
筆
作

詩
、
亦
坡
公
志
喜
之
意
也
。

東
海
の
舊
蕩　

風　

綠
を
吹
き
、
店
に
上
る
時
新　

赤
玉

を
斫
る
。
正
に
是
れ　

江
都
清
和
の
天
、
此
の
時
口
饞
か
に

欲
す
る
所
を
遂と

ぐ
。
去
年
の
四
月
北
方
に
在
り
、
越
海
到
る

處　

嘗
む
べ
か
ら
ず
。
今
日　

關
外
に
一
た
び
咀
嚼
す
る

は
、
大
い
に
勝ま

さ

る
夜
家
鄉
に
向
か
う
を
夢
む
に
。
此
れ
余　

駿
河
の
桑
苾
堂
の
處
に
在
り
、
松
魚
を
食
ら
い
て
作
る
所
な

り
。
…
…
余　

他
鄉
に
栖
栖
と
し
て
、
此
の
味
を
忘
る
る
こ

と
久
し
。
而
し
て
卒
然　

之
れ
を
三
百
里
の
外
に
食
う
。
則

ち
筆
を
走
ら
せ
詩
を
作
る
を
免
れ
ざ
る
も
、
亦
た
坡
公
喜
び

を
志
す
の
意
な
り
。

右
に
擧
げ
た
詩
は
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）、
如
亭
の
駿
河
の
桑

原
苾
堂
の
家
で
の
作
で
あ
り
、『
遺
稿
』
に
收
め
ら
れ
る
。
最
後

の
四
句
に
は
、
他
鄉
で
久
し
ぶ
り
に
美
味
な
る
松
魚
を
食
す
る
感

慨
を
述
べ
て
い
る
。「
坡
公
」
と
は
宋
代
の
美
食
家
で
あ
っ
た
蘇

軾
を
指
し
て
い
る
。「
志
喜
之
意
」
に
つ
い
て
は
、
蘇
軾
「
喜
雨

亭
記
」
に
「
亭
以
雨
名
、
志
喜
也
。
古
者
有
喜
、
則
以
名
物
、
示

不
忘
也
（
亭
を
雨
を
以
て
名
づ
く
る
は
、
喜
び
を
志
す
。
古
は
喜

び
有
れ
ば
、
則
ち
以
て
物
を
名
づ
く
、
忘
れ
ざ
る
こ
と
を
示
す
な

り
）」
（
注
13
）
と
書
い
て
い
る
。
如
亭
は
蘇
軾
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、

異
鄉
で
松
魚
を
食
べ
た
喜
び
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
と
、
詩
を
作
っ
て

記
錄
し
た
の
で
あ
る
。

右
の
詩
の
よ
う
に
飲
食
と
故
鄉
を
密
接
に
結
び
つ
け
る
の
は
、

彼
の
漢
詩
に
し
ば
し
ば
見
え
る
。
例
え
ば
、「
吉
備
雜
題
」
十
四
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首
の
其
六
（『
遺
稿
』
卷
一
）
に

枵
腹
無
愁
客
那
妨	

�

枵
腹
に
し
て
愁
無
く　

客
那
ぞ
妨
げ

ん

睡
餘
飽
飯
卽
吾
鄉	

�

睡
餘　

飯
に
飽
け
ば
卽
ち
吾
が
鄉
な

り

「
示
立
人
弟
」（『
遺
稿
』
卷
二
）
に

到
處
隨
緣
歲
月
長　
　

到
る
處
緣
に
随
い
て
歳
月
長
し

江
山
寫
賣
代
農
桑　
　

江
山　

寫
し
賣
り
て
農
桑
に
代
う

人
生
一
世
誰
非
客　
　

人
生
一
世　

誰
か
客
に
非
ざ
ら
ん

遇
著
雞
豬
便
故
鄉　
　

雞
豬
に
遇
著
す
れ
ば
便
ち
故
鄉　

と
い
う
詩
句
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
句
に
は
、
如
亭
の
飲
食
に
こ

だ
わ
る
性
格
や
客
寓
の
思
い
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
生
漂

泊
を
つ
づ
け
た
如
亭
に
と
っ
て
、
飲
食
は
故
鄉
に
對
す
る
思
い
を

慰
め
、
現
實
の
痛
苦
や
憂
愁
を
忘
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

さ
て
、
以
上
に
述
べ
た
點
に
も
増
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
如
亭

が
樣
々
な
飲
食
を
用
い
て
、
彼
自
身
の
詩
學
理
念
を
表
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
以
下
、『
詩
本
草
』
ほ
か
の
發
言
に
卽
し
て
、
如

亭
に
お
け
る
飲
食
と
詩
學
と
の
關
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ

う
。

四　
『
詩
本
草
』
に
お
け
る
中
國
詩
學
の
受
容

如
亭
は
『
詩
本
草
』
引
の
冒
頭
に
「
余
性
嗜
味
甚
、
而
嗜
詩
更

甚
於
嗜
味
矣
（
余
が
性　

味
を
嗜
む
こ
と
甚
だ
し
、
而
し
て
詩
を

嗜
む
こ
と
更
に
味
を
嗜
む
こ
と
よ
り
甚
だ
し
）」
と
述
べ
て
い
る
。

美
食
よ
り
さ
ら
に
詩
を
嗜
み
、
美
食
家
か
つ
詩
人
と
し
て
、
こ
の

本
を
創
作
し
た
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、「
詩
病
」

「
以
俗
爲
雅
」「
以
食
喩
詩
」、
こ
れ
ら
三
つ
の
角
度
か
ら
、『
詩
本

草
』
に
お
け
る
中
國
詩
學
の
受
容
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。

（
一
）「
詩
病
」

『
詩
本
草
』
の
書
名
に
つ
い
て
、
如
亭
は
「
客
有
戲
以
余
爲
詩

中
時
珍
者
。
輒
呼
酒
落
之
、
名
曰
『
詩
本
草
』（
客
の
戲
れ
て
余

を
以
て
詩
中
の
時
珍
と
爲
す
者
有
り
。
輒
ち
酒
を
呼
び
て
之
れ
を

落
し
、
名
づ
け
て
『
詩
本
草
』
と
曰
う
）」
と
書
い
て
い
る
。「
時

珍
」
と
は
本
草
學
者
李
時
珍
を
指
す
。『
詩
本
草
』
は
本
草
學
、

す
な
わ
ち
一
種
の
醫
學
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
（
注
14
）
。
實
際
、
如
亭
は
醫
者
の
よ
う
に
詩
の
病
を
見
抜
き
、
治

療
の
方
法
も
提
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
詩
本
草
』
第
三
十
六

段
の
「
詩
法
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

其
詩
非
不
佳
、
可
惜
不
免
支
離
病
。
夫
作
詩
不
免
支
離

（ 112 ）



病
、
雖
日
累
數
百
首
、
終
身
不
得
稱
詩
人
也
。
…
…
吾
且
贈

以
一
片
婆
心
之
言
。
自
今
自
後
、
杜
門
焚
香
、
取
唐
宋
名
家

諸
作
平
心
熟
讀
、
則
悟
入
可
計
日
而
待
矣
。

（
吾
邦
近
世
の
詩
人
）
其
の
詩　

佳
な
ら
ざ
る
に
非
ず
、

支
離
の
病
を
免
れ
ざ
る
を
惜
し
む
べ
し
。
夫
れ
詩
を
作
り
て

支
離
の
病
を
免
れ
ざ
る
は
、
日
に
數
百
首
を
累
ぬ
と
雖
も
、

終
身
詩
人
と
稱
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。
…
…
吾
且
く
贈
る
に

一
片
婆
心
の
言
を
以
て
す
。
自
今
自
後
、
門
を
杜
じ
香
を
焚

き
、
唐
宋
名
家
の
諸
作
を
取
り
て
平
心
に
熟
讀
せ
ば
、
則
ち

悟
入
日
を
計
え
て
待
つ
べ
し
。

こ
こ
で
如
亭
は
、
近
世
の
漢
詩
人
た
ち
が
作
っ
た
詩
の
「
支
離

病
」（
ば
ら
ば
ら
で
ち
ぐ
は
ぐ
な
病
）
に
對
す
る
「
唐
宋
名
家
の

諸
作
を
取
り
て
平
心
に
熟
讀
す
」
と
い
う
對
策
を
提
出
し
て
い

る
。そ

の
ほ
か
、『
詩
本
草
』
第
三
十
七
段
の
「
市
俗
之
氣
」
に
は
、

詩
の
「
俗
氣
」
を
治
す
独
特
な
見
解
も
あ
る
。

市
俗
之
氣
尤
爲
難
醫
、
屠
赤
水
嘗
於
畫
箋
中
辨
之
。
畫
尚

然
、
況
詩
乎
。
近
世
詩
人
多
犯
此
病
。
我
有
一
方
、
不
必
揀

唐
宋
元
明
、
偏
取
彼
方
人
詩
卷
清
新
者
、
杜
門
朗
誦
一
二

月
、
卽
愈
。
服
之
有
法
、
不
可
必
貪
多
。
其
中
遇
氣
力
骨
格

似
我
所
爲
者
、
則
不
憚
一
首
千
讀
、
必
盡
其
字
法
、
句
法
、

章
法
、
篇
法
而
後
止
。
此
是
如
亭
山
人
經
驗
家
方
、
降
詩
人

胸
閒
俗
習
氣
之
良
劑
也
。

市
俗
の
氣　

尤
も
醫
し
難
し
と
爲
す
、
屠
赤
水
嘗
て
畫
箋

の
中
に
之
れ
を
辨
ず
。
畫
す
ら
尚
然
り
、
況
ん
や
詩
を
や
。

近
世
の
詩
人
多
く
此
の
病
を
犯
す
。
我
一
方
有
り
、
必
ず
し

も
唐
宋
元
明
を
揀
ば
ず
、
偏
に
彼
方
の
人
の
詩
卷
の
清
新
な

る
者
を
取
り
、
門
を
杜
じ
て
朗
誦
す
る
こ
と
一
二
月
、
卽
ち

愈
ゆ
。
之
れ
を
服
す
る
に
法
有
り
、
必
ず
し
も
多
き
を
貪
る

べ
か
ら
ず
。
其
の
中　

氣
力
骨
格
の
我
が
爲
す
所
に
似
た
る

者
に
遇
え
ば
、
則
ち
一
首
千
讀
を
憚
ら
ず
、
必
ず
其
の
字

法
、
句
法
、
章
法
、
篇
法
を
盡
く
し
て
後
に
止
む
。
此
れ
是

れ
如
亭
山
人
が
經
驗
家
方
に
し
て
、
詩
人
胸
閒
の
俗
習
の
氣

を
降
す
の
良
劑
な
り
。

「
彼
方
」（
中
國
）
に
お
け
る
詩
人
の
清
新
な
詩
作
を
選
ん
で
熟
讀

し
、
さ
ら
に
「
氣
力
骨
格
」
が
似
て
い
る
詩
人
の
字
法
、
句
法
、

章
法
、
篇
法
に
精
通
す
る
こ
と
で
、
俗
氣
を
治
す
こ
と
が
で
き
る

と
述
べ
て
い
る
。「
屠
赤
水
嘗
於
畫
箋
中
辨
之
」
と
あ
る
が
、
明

の
屠
龍
（
号
赤
水
）
が
書
畫
を
論
じ
た
『
考
盤
餘
事
』
の
「
畫

箋
」
に
は
「
市
俗
の
氣
」
に
つ
い
て
の
記
事
が
な
く
、
如
亭
の
記

憶
違
い
で
あ
る
よ
う
だ
（
注
15
）
。「
市
俗
の
氣
」
を
去
る
こ
と
や
「
熟

讀
」
に
つ
い
て
は
、
實
は
屠
龍
よ
り
も
古
く
は
北
宋
の
詩
人
を
代

表
す
る
蘇
軾
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
（
注
16
）
。
如
亭
の
以
上
の
發
言
は

蘇
軾
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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右
に
擧
げ
た
二
つ
の
發
言
に
は
、
如
亭
の
、
一
字
一
句
か
ら
一

篇
全
體
ま
で
に
通
ず
る
作
詩
の
學
習
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
は

「
清
新
」
な
る
名
詩
を
「
熟
讀
」
す
る
こ
と
で
詩
の
構
造
に
熟
達

す
べ
き
で
あ
り
、
多
く
作
り
多
く
讀
む
こ
と
が
必
ず
し
も
上
達
の

近
道
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）「
以
俗
爲
雅
」

前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
如
亭
は
俗
な
る
飲
食
を
高
雅
な
る
詩
歌

の
題
材
と
し
て
用
い
た
。
こ
う
し
た
創
作
方
法
は
「
以
俗
爲
雅
」

と
評
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。「
以
俗
爲
雅
」
は
、
北
宋
を
代
表
す

る
詩
人
梅
堯
臣
、
蘇
軾
、
黄
庭
堅
な
ど
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
論
じ

ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
宋
代
の
詩
の
創
作
方
法
に
お
い
て
極
め
て

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
（
注
17
）
。
こ
の
方
法
は
、
具
體
的
に
は

二
つ
に
分
け
て
捉
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
俗
事
、
俗
物
な
ど
を
詩
歌

の
題
材
と
し
て
用
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
俗
語
、
方
言
を
詩
歌

に
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。

如
亭
は
飲
食
を
題
材
と
し
て
詠
う
場
合
、
飲
食
物
に
關
す
る
俗

名
、
俗
諺
を
用
い
て
詩
を
作
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た

「
以
俗
爲
雅
」
の
典
型
的
な
例
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
、
第
十
三

段
の
「
鯛
」
に
は
、
吉
備
の
金
山
鯛
魚
を
以
下
の
よ
う
に
詠
っ
て

い
る
。

余
嘗
作
「
備
中
雜
題
」、
其
中
二
首
云
「
遠
趁
時
新
亦
一

奇
、
賞
春
燕
上
減
鄉
思
。
初
肥
棘
鬣
如
紅
錦
、
正
是
櫻
花
欲

放
時
」。「
錦
樣
佳
魚
堪
斫
膾
、
不
妨
一
見
取
囊
傾
。
爲
湯
來

喫
骨
邊
肉
、
幽
味
多
於
睡
五
更
」。「
骨
邊
肉
、
五
更
睡
、
雖

不
多
、
最
有
味
」。
是
語
出
於
周
公
謹
『
浩
然
齋
雅
談
』。
不

知
古
人
所
嗜
骨
邊
肉
、
果
指
鯛
魚
耶
。

余
嘗
て
「
備
中
雜
題
」
を
作
り
、
其
の
中
の
二
首
に
云
く

「
遠
く
時
新
を
趁
い
て
亦
た
一
奇
、
春
を
賞
す
る
燕
上　

鄉

思
を
減
ず
。
初
め
て
肥
ゆ
る
棘
鬣　

紅
錦
の
如
し
、
正
に
是

れ
櫻
花
放ひ

ら

か
ん
と
欲
す
る
時
」。「
錦
樣
の
佳
魚　

膾
に
斫
る

に
堪
え
、
一
見　

囊
を
取
り
て
傾
く
る
を
妨
げ
ず
。
湯
と
爲

り
來
り
て
骨
邊
の
肉
を
喫
ら
い
、
幽
味　

五
更
の
睡
よ
り
も

多
し
」。「
骨
邊
の
肉
、
五
更
の
睡
、
多
か
ら
ざ
る
と
雖
も
、

最
も
味
有
り
」。
是
の
語　

周
公
謹
が
『
浩
然
齋
雅
談
』
に

出
る
。
知
ら
ず　

古
人
嗜
む
所
の
骨
邊
の
肉
、
果
し
て
鯛
魚

を
指
す
か
。

右
の
資
料
に
擧
げ
た
詩
は
、『
遺
稿
』
卷
一
に
收
め
る
「
吉
備
雜

題
」
の
第
二
首
と
第
三
首
で
あ
る
。
こ
の
二
首
は
、
主
に
櫻
が
咲

い
た
時
の
鯛
の
美
味
を
述
べ
て
い
る
。
最
後
の
二
句
は
、
周
密

（
字
は
公
謹
）
の
『
浩
然
齋
雅
談
』
に
記
さ
れ
た
諺
を
踏
ま
え
て
、

鯛
の
「
骨
邊
の
肉
」
の
味
が
「
五
更
の
睡
」
と
同
じ
く
好
ま
し
い

と
述
べ
て
お
り
、
如
亭
の
食
の
嗜
好
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
如
亭
に
は
「
諧
謔
竟
日
」（『
初
集
』
序
文
、
高
岡
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秀
成
語
）
と
い
う
性
格
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
漢
詩
に
は
諧
謔

的
な
言
葉
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
ま
た
「
以
俗
爲
雅
」
の

典
型
的
な
表
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、『
詩
本
草
』

第
三
十
五
段
の
「
桃
の
實
と
桑
の
實
」
に
は
、
以
下
の
話
が
あ

る
。

一
小
店
中
盤
盛
金
桃
數
顆
。
大
如
飯
椀
。
余
乍
見
涎
流
、

卽
叫
僕
買
二
顆
。
行
喫
輿
中
。
剖
之
肉
色
紅
紫
、
嚼
之
靈
液

溢
吻
。
終
日
不
復
思
餐
飯
矣
、
其
香
味
未
能
忘
。
噫
。
知
得

前
生
事
、
仙
桃
又
來
攫
。
若
非
孫
悟
空
、
卽
是
東
方
朔
。
那

時
戲
哦
此
詩
。

一
小
店
の
中
に
盤
に
金
桃
數
顆
を
盛
る
。
大
な
る
は
飯
椀

の
如
し
。
余
乍
ち
見
て
涎
流
す
、
卽
ち
僕
を
叫
び
て
二
顆
を

買
は
し
む
。
行
き
て
輿
中
に
喫
う
。
之
れ
を
剖
け
ば
肉
色
紅

紫
、
之
れ
を
嚼
め
ば
靈
液
吻
に
溢
る
。
終
日
復
た
餐
飯
を
思

わ
ず
、
其
の
香
味
未
だ
忘
る
る
こ
と
能
わ
ず
。
噫
。
知
り
得

た
り
前
生
の
事
、
仙
桃
又
た
來
た
り
攫
う
。
若
し
孫
悟
空
に

非
ざ
れ
ば
、
卽
ち
是
れ
東
方
朔
。
那
の
時　

戲
れ
に
此
の
詩

を
哦
す
。

最
後
の
「
戲
れ
に
哦
す
」
と
い
う
言
葉
に
、
如
亭
の
「
諧
謔
」
は

よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
右
の
資
料
に
擧
げ
た
漢
詩
は
如
亭
の
詩
集

に
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
刪
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
（
注
18
）
。
な
お
、
こ
こ
で
如
亭
は
桃
を
嗜
ん
だ
自
分
を
、
孫
悟
空

と
東
方
朔
に
喩
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
傳
説
上
・
歷
史
上
の
人

物
が
桃
を
好
ん
だ
俗
事
を
漢
詩
に
引
き
入
れ
、
新
奇
な
効
果
を
も

た
ら
し
た
漢
詩
は
、
江
戸
後
期
詩
壇
に
お
け
る
「
性
靈
説
」
を
提

唱
し
た
漢
詩
人
の
新
た
な
雅
俗
觀
を
表
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
三
）「
以
食
喩
詩
」

「
色
食
は
性
と
成
り
」
と
評
さ
れ
如
亭
は
、
獨
特
の
審
美
眼
に

よ
っ
て
飲
食
を
論
じ
て
い
た
。
例
え
ば
、『
詩
本
草
』
第
三
十
一
段

の
「
魚
の
塩
漬
け
」
に
は
、
塩
漬
け
に
し
た
魚
の
味
の
違
い
を
、

嬌
妻
、
艷
妾
、
俊
婢
、
名
妓
、
千
金
小
姐
に
例
え
て
い
る
（
注
19
）
。

さ
ら
に
第
四
十
三
段
の
「
水
族
」
に
は
、
如
亭
が
明
清
小
説
に
お

け
る
登
場
人
物
の
書
き
方
を
模
倣
し
、
樣
々
な
水
産
品
を
き
ら
び

や
か
な
服
飾
の
人
物
に
喩
え
て
い
る
（
注
20
）
。
彼
の
筆
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
飲
食
物
は
審
美
的
な
對
象
に
姿
を
變
え
た
と
言
え
よ

う
。ま

た
、
如
亭
は
飲
食
を
詩
歌
に
喩
え
て
論
じ
て
い
た
。
清
代
の

袁
枚
は
宋
代
に
盛
ん
に
な
る
こ
の
手
法
を
「
以
食
喩
詩
」
（
注
21
）
と

稱
し
て
い
る
。
こ
の
批
評
方
法
は
、
宋
代
以
降
、
元
、
明
、
清
を

通
じ
て
大
き
な
影
響
を
與
え
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
漢
詩
批
評

の
領
域
に
も
導
入
さ
れ
た
。
で
は
、
日
本
の
漢
詩
人
た
ち
は
「
以

食
喩
詩
」
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
か
。
以
下
、『
詩
本
草
』

を
中
心
と
し
て
如
亭
の
發
言
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
み
た
い
。
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ま
ず
、『
詩
本
草
』
第
四
段
の
「
酒
茶
與
詩
文
」
を
讀
ん
で
み

よ
う
。

河
南
文
文
平
者
參
州
人
也
、
余
嘗
有
序
於
其
詩
集
。
今
追

錄
以
供
一
噱
、
云
「
恒
看
世
人
作
詩
、
多
失
於
粗
。
一
題
到

手
、
乃
湊
字
爲
句
、
湊
句
爲
聯
、
草
草
了
事
。
令
人
一
讀
氣

盡
」。
余
嘗
謂
、
詩
與
文
猶
酒
與
飯
。
食
飯
、
作
文
人
閒
第

一
喫
緊
事
也
。
何
可
一
日
無
此
。
已
不
可
一
日
無
此
、
則
人

人
依
分
不
必
揀
精
。
飲
酒
、
作
詩
優
遊
行
樂
時
也
。
似
是
非

不
可
一
日
無
此
、
已
非
不
可
一
日
無
此
、
則
人
人
依
分
不
得

不
揀
精
。
但
是
人
人
飲
酒
便
知
揀
精
、
人
人
作
詩
或
不
知
揀

精
。
何
者
、
不
知
求
題
意
而
求
之
題
面
、
不
知
求
虛
字
而
求

之
實
字
、
不
知
求
篇
法
而
求
之
句
法
、
所
以
其
爲
粗
。
此
卷

參
河
河
南
文
平
家
釀
也
。
雖
味
薄
亦
足
以
醉
人
矣
。

河
南
文
文
平
は
參
州
の
人
、
余
嘗
て
其
の
詩
集
に
序
す
る

有
り
。
今
追
錄
し
て
以
て
一
噱
に
供
す
、
云
く
「
恒
に
世
人

が
詩
を
作
る
を
看
る
に
、
粗
に
失
す
る
多
し
。
一
題
手
に
到

れ
ば
、
乃
ち
字
を
湊
め
て
句
と
爲
し
、
句
を
湊
め
て
聯
と
爲

し
、
草
草
と
し
て
事
を
了
る
。
人
を
し
て
一
讀
し
て
氣
盡
き

し
む
」。
余
嘗
て
謂
う
、
詩
と
文
と
は
猶
酒
と
飯
と
の
如
し
。

飯
を
食
ら
い
て
、
文
を
作
る
は
人
閒
の
第
一
喫
緊
の
事
な

り
。
何
ぞ
一
日
も
此
れ
無
か
る
べ
け
ん
や
。
已
に
一
日
も
此

れ
無
か
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
人
人
分
に
依
り
て
必
ず
し

も
精
を
揀
ば
ず
。
酒
を
飲
み
、
詩
を
作
る
は
優
遊
行
樂
の
時

な
り
。
是
れ
一
日
も
此
れ
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
に

似
た
り
、
已
に
一
日
も
此
れ
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
に
非
ざ
れ

ば
、
則
ち
人
人
分
に
依
っ
て
精
を
揀
ま
ざ
る
こ
と
を
得
ず
。

但
だ
是
れ
人
人　

酒
を
飲
む
は
便
ち
精
を
揀
む
こ
と
を
知

り
、
人
人　

詩
を
作
る
は
或
い
は
精
を
揀
む
こ
と
を
知
ら

ず
。
何
と
な
れ
ば
、
題
意
に
求
む
る
を
知
ら
ず
し
て
之
れ
を

題
面
に
求
め
、
虛
字
に
求
む
る
を
知
ら
ず
し
て
之
れ
を
實
字

に
求
め
、
篇
法
に
求
む
る
を
知
ら
ず
し
て
之
れ
を
句
法
に
求

む
、
其
れ
粗
と
爲
る
所
以
な
り
。
此
の
卷
は
參
河
の
河
南
文

平
の
家
釀
な
り
。
味
薄
し
と
雖
も
亦
た
以
て
人
を
醉
は
し
む

る
に
足
れ
り
」。

如
亭
は
詩
歌
と
文
章
を
そ
れ
ぞ
れ
「
酒
」
と
「
飯
」
に
喩
え
、
飯

を
食
ら
う
こ
と
と
文
章
を
書
く
こ
と
は
人
閒
の
一
番
重
要
な
事
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
對
し
て
、
飲
酒
と
作
詩
は
「
優
遊
行
樂
」
の
事

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
人
々
は
美
酒
を
追
求
す
る

が
、
佳
い
詩
は
追
求
せ
ず
、「
湊
字
爲
句
」、「
湊
句
爲
聯
」、「
一

讀
氣
盡
」
の
詩
や
「
題
面
」、「
實
字
」、「
句
法
」
を
求
め
る
粗
雜

な
詩
を
書
い
て
い
る
と
し
て
批
判
す
る
。
右
に
擧
げ
た
資
料
の
最

後
の
部
分
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
河
南
文
平
（
一
七
八
五
～
一
八

四
七
）
の
詩
歌
を
褒
め
稱
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
如
亭

は
河
南
氏
が
作
っ
た
漢
詩
を
彼
の
家
で
釀
造
さ
れ
た
酒
に
喩
え
、
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さ
ら
に
、
家
釀
の
「
味
」
は
薄
い
け
れ
ど
も
、
人
を
う
っ
と
り
と

さ
せ
る
功
能
を
持
つ
と
述
べ
て
い
る
。

詩
歌
を
美
酒
に
喩
え
た
例
は
、
宋
代
の
作
品
に
よ
く
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
蘇
軾
の
「
又
一
首
答
二
猶
子
與
王
郎
見
和
」
に

老
夫
作
詩
殊
少
味　
　

老
夫　

詩
を
作
り
て
殊
に
味
少
な
し

愛
此
三
篇
如
酒
美	

�

愛
す
此
の
三
篇　

酒
の
如
く
美
な
る

を
（
注
22
）

と
あ
り
、
王
郎
の
詩
を
美
味
な
る
酒
に
喩
え
て
い
る
。
ま
た
、
晁

補
之
「
感
寓
十
首
、
次
韻
和
黄
著
作
魯
直
、
以
『
將
窮
山
海
迹
、

勝
絕
賞
心
晤
』
爲
韻
」
其
六
に

清
詩
如
玄
酒　
　

清
詩　

玄
酒
の
如
し

胡
乃
淡
而
永　
　

胡
ぞ
乃
ち
淡
に
し
て
永
か
ら
ん
（
注
23
）

と
あ
り
、
黄
庭
堅
が
作
っ
た
清
詩
を
玄
酒
に
喩
え
て
い
る
。
こ
こ

で
注
意
し
た
い
の
は
、
宋
代
の
詩
人
た
ち
が
詩
味
の
薄
さ
を
肯
定

的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
蘇
軾
が
「
發
纖
穠
於
簡

古
、
寄
至
味
於
澹
泊
（
纖
穠
を
簡
古
に
發
し
、
至
味
を
澹
泊
に
寄

す
）」
（
注
24
）
と
い
う
「
至
味
」
説
を
提
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
説
は
更
に
流
行
し
、
そ
れ
に
從
っ
て
平
淡
な
詩
風
も
盛
ん
に

な
っ
て
い
っ
た
。
如
亭
が
文
平
の
詩
を
薄
い
酒
に
喩
え
た
の
は
、

宋
代
に
お
け
る
「
以
酒
喩
詩
」
や
平
淡
な
詩
風
の
流
行
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、『
詩
本
草
』
第
四
十
七
段
の
「
果
蓏
」
に
は
荔
枝
、

梨
、
柿
、
柑
、
葡
萄
、
西
瓜
、
甜
瓜
、
栗
、
楊
梅
、
蘋
果
な
ど
に

關
す
る
詩
を
あ
げ
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

果
蓏
可
嘗
者
僅
止
於
此
。
餘
種
雖
多
、
不
復
足
供
山
人
詩

嚼
也
。

　

果
蓏
の
嘗
む
べ
き
者
は
僅
か
に
此
れ
に
止
ま
る
。
餘
種
多

し
と
雖
も
、
復
た
山
人
の
詩
嚼
に
供
す
る
に
足
ら
ざ
る
な

り
。

こ
こ
で
如
亭
は
、
こ
れ
ら
の
果
物
を
除
い
て
、
ほ
か
の
果
物
は
詩

の
題
材
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。「
詩
嚼
」

（
果
物
を
食
し
て
詩
の
材
料
に
す
る
）
と
い
う
言
葉
は
極
め
て
斬

新
で
、
果
物
を
詩
の
な
か
に
詠
じ
入
れ
、
詩
人
の
咀
嚼
に
供
す
る

意
で
あ
ろ
う
。「
嚼
」
と
い
う
動
作
は
も
と
も
と
攝
食
の
動
作
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詩
を
吟
味
す
る
動
作
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
詩
人
は
果
物
を
食
す
る
よ
う
に
詩
歌
を
味
わ
う
の

で
あ
る
。

次
に
擧
げ
る
「
早
春
休
日
」（『
木
工
集
』）
の
一
節
に
も
「
以

食
喩
詩
」
の
方
法
は
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

欠
錢
無
酒
呼
春
色　
　

錢
を
欠
き
酒
無
く
し
て
春
色
を
呼
び

吟
味
詩
歌
當
點
心　
　

詩
歌
を
吟
味
し
て
點
心
に
當
つ

詩
歌
を
吟
味
す
る
經
験
を
、
点
心
を
味
わ
う
經
験
に
喩
え
る
。
詩

歌
を
「
點
心
」
に
喩
え
る
、
極
め
て
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
表
現
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
評
は
、
如
亭
に
先
ん
じ
て
、
宋
代
の
楊
萬
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里
「
讀
詩
」
に
も
見
え
る
。

不
是
老
夫
朝
不
食	

�

是
れ
老
夫　

朝
に
食
ら
わ
ざ
る
に
あ

ら
ず

半
山
絶
句
當
朝
餐　
　

半
山
の
絶
句　

朝
餐
に
當
つ
（
注
25
）

楊
萬
里
は
王
安
石
（
號
は
半
山
）
の
詩
句
を
朝
餐
に
喩
え
て
い

る
。以

上
に
見
た
よ
う
に
、『
詩
本
草
』
に
お
け
る
飲
食
の
比
喩
は
、

中
國
に
お
け
る
詩
味
説
、
特
に
宋
代
に
隆
盛
し
た
「
以
食
喩
詩
」

と
基
本
的
に
方
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
く
、
如
亭
に

お
け
る
中
國
詩
歌
の
受
容
を
端
的
に
表
わ
す
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

五　

結
語

以
上
、
本
稿
は
江
戸
後
期
の
柏
木
如
亭
に
お
け
る
中
國
詩
學
の

受
容
に
つ
い
て
、『
詩
本
草
』
を
中
心
に
檢
討
し
た
。
本
書
に
お

い
て
如
亭
は
、
中
國
と
り
わ
け
唐
宋
の
詩
人
た
ち
の
成
果
を
吸
収

し
、
そ
れ
を
飲
食
と
い
う
極
め
て
日
常
的
な
題
材
を
通
し
て
表
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
の
漢
詩
に
新
た
な
境
地
を
切
り
拓
い
て

い
っ
た
。
柏
木
如
亭
の
詩
、
延
い
て
は
江
戸
後
期
に
お
け
る
詩
壇

に
つ
い
て
理
解
す
る
う
え
で
『
詩
本
草
』
は
極
め
て
重
要
な
資
料

と
言
え
よ
う
。

注

（
１
）	

富
士
川
英
郎
『
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
』、
平
凡
社
、
二
○
一
二
年
、

第
八
五
頁
。

（
２
）	

新
谷
雅
樹
「『
詩
本
草
』
と
柏
木
如
亭
」（『
藝
文
研
究
』
五
十
四
號
、

一
九
八
九
年
三
月
）。
同
氏
「
山
下
徹
氏
蔵
寫
本
『
如
亭
先
生
詩
本
草
』

に
つ
い
て
」（『
神
奈
川
縣
立
外
語
短
期
大
學
紀
要
』
總
合
篇
第
三
十
號
、

二
○
○
七
年
）。
柏
崎
順
子
「
再
刻
本
『
詩
本
草
』
と
澤
宗
次
郎
・
水
原

芝
」（『
書
誌
學
月
報
』
四
十
七
號
、
一
九
九
一
年
十
二
月
）。
上
野
日
出

刀「
柏
木
如
亭
と
梁
川
星
巖
」（『
活
水
學
院
日
本
文
學
會
』第
二
十
二
號
、

一
九
九
一
年
）。
中
島
貴
奈
「
柏
木
如
亭
詩
論

―
『
清
新
』
の
法
」（『
國

語
國
文
』
第
一
二
號
、
中
央
圖
書
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。
新
稻
法
子

「『
詩
本
草
』
考
」（『
語
文
』
六
十
七
輯
、一
九
九
七
年
二
月
）。
任
穎
「
柏

木
如
亭
『
詩
本
草
』
の
『
魚
』
に
關
す
る
表
現
」（『
比
較
文
化
研
究
』

第
一
一
四
號
、二
○
一
四
年
）。
揖
斐
高
『
游
人
の
抒
情

―
柏
木
如
亭
』

（
岩
波
書
店
、
二
○
○
○
年
）。
同
氏
編
『
柏
木
如
亭
集
』（『
柏
木
如
亭

年
譜
考
証
』、覆
製
『
木
工
集
』『
譯
注
聯
珠
詩
格
』『
如
亭
山
人
稿
初
集
』

『
詩
本
草
』『
如
亭
山
人
遺
稿
』）、
以
下
の
引
用
は
こ
れ
ら
を
底
本
と
し
、

同
氏
校
注
『
詩
本
草
』（
岩
波
書
店
、
二
○
○
六
年
）
と
『
柏
木
如
亭
年

譜
考
証
』
を
適
宜
參
照
し
た
。

（
３
）	

大
窪
詩
佛
『
詩
聖
堂
詩
集
』
初
編
卷
七
（
富
士
川
英
郎
、
松
下
忠
、
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佐
野
正
巳
編
『
日
本
漢
詩
』（
詩
集
）
第
八
巻
、
汲
古
書
院
刊
）。

（
４
）	
梁
川
星
巖『
星
巖
集
』甲
集
卷
二（『
日
本
漢
詩
』（
詩
集
）第
十
五
巻
）。

（
５
）	
唐
・
李
商
隠
「
李
賀
小
傳
」（『
全
唐
文
』
卷
七
八
○
、
吉
林
文
史
出

版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
十
四
冊
、
第
九
二
九
七
頁
）
に
「
恒
從
小
奚

奴
騎
距
驢
、
背
一
古
破
錦
囊
、
遇
有
所
得
、
卽
書
投
囊
中
」
と
あ
る
。

（
６
）	

後
唐
・
馮
贄
編
『
雲
仙
散
錄
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
、
第
五
三

頁
）
に
『
金
門
歳
節
』
の
話
を
引
き
、「
賈
島
常
以
歳
除
、
取
一
年
所
得

詩
、
祭
以
酒
脯
、
曰
『
勞
吾
精
神
、
以
是
補
之
』」
と
あ
る
。

（
７
）	

中
国
の
詩
論
の
一
つ
。
公
安
派
三
袁
（
袁
宗
道
、
袁
宏
道
、
袁
中
道
）

に
提
唱
さ
れ
、
更
に
清
代
の
袁
枚
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
後
七
子
の

李
攀
龍
や
王
世
貞
の
模
擬
の
風
を
批
判
し
、
詩
人
の
眞
情
を
尊
重
し
て

自
然
な
表
現
と
獨
創
性
を
重
ん
じ
る
。

（
８
）	

市
河
寬
齋
編
『
随
園
詩
鈔
』（
長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』

補
編
、
二
十
輯
、
汲
古
書
院
）
に
大
窪
詩
佛
の
序
文
を
參
照
。

（
９
）	

嚴
紹
璗
「
漢
籍
的
東
傳
與
文
化
的
對
話
」、『
中
國
典
籍
與
文
化
』、
二

○
一
二
年
第
一
期
。

（
10
）	

頼
山
陽『
山
陽
先
生
遺
稿
』詩
卷
二（『
日
本
漢
詩
』（
詩
集
）第
十
卷
）。

（
11
）	『
初
集
』
の
首
句
は
「
荏
城
人
世
極
樂
國
」、「
荏
城
」
と
「
江
都
」
は

皆
江
戶
（
現
東
京
）
を
指
す
。

（
12
）	

唐
・
杜
牧
『
樊
川
文
集
』
卷
四
、『
四
部
叢
刊
』
景
明
翻
宋
本
。

（
13
）	

孔
凡
禮
點
校
『
蘇
軾
文
集
』
卷
一
一
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
、

第
一
冊
、
第
三
四
九
頁
）
を
參
照
。
鳳
翔
府
通
判
在
任
時
、
蘇
軾
は
旱

魃
の
な
か
久
し
ぶ
り
の
降
雨
を
大
い
に
喜
び
、
建
て
た
ば
か
り
の
亭
を

「
喜
雨
亭
」
と
名
付
け
た
。

（
14
）	

揖
斐
高
校
注
『
詩
本
草
』、
第
一
二
～
一
三
頁
。

（
15
）	

揖
斐
高
校
注
『
詩
本
草
』、
第
一
五
七
頁
。

（
16
）	

例
え
ば
、
蘇
軾
「
於
潛
僧
緑
筠
軒
」（
清
・
馮
應
榴
輯
注
『
蘇
軾
詩
集

合
注
』
卷
九
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
第
一
冊
、
第
四
二

五
～
四
二
六
頁
）
に
「
可
使
食
無
肉
、
不
可
居
無
竹
。
無
肉
令
人
瘦
、

無
竹
令
人
俗
。
人
瘦
尚
可
肥
、
士
俗
不
可
醫
」（
石
刻
を
參
照
）、「
書
鄢

陵
王
主
簿
所
畫
折
枝
二
首
」
其
の
一
（『
蘇
軾
詩
集
合
注
』
卷
二
九
、
第

四
冊
、
第
一
四
三
七
頁
）
に
「
詩
畫
本
一
律
、
天
工
與
清
新
」
と
あ
り
、

清
新
を
重
視
し
、
俗
を
退
け
る
主
張
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
熟
讀
」

に
つ
い
て
、
中
国
古
く
か
ら
「
讀
書
百
遍
、
其
意
自
見
」
の
諺
が
あ
り
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
蘇
軾
は
「
送
安
惇
秀
才
失
解
西
歸
」（『
蘇
軾
詩
集

合
注
』
卷
六
、
第
一
冊
、
第
二
二
一
頁
）
に
「
舊
書
不
厭
百
回
讀
、
熟

讀
深
思
子
自
知
」
と
言
い
、
落
第
し
た
秀
才
安
惇
を
慰
め
て
い
る
。

（
17
）	

例
え
ば
、
宋
代
の
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
巻
二
六
（
人
民
文

學
出
版
社
、
一
九
六
二
年
、
第
一
七
六
頁
）
に
引
か
れ
た
陳
師
道
『
後

山
詩
話
』
に
「
閩
士
有
好
詩
者
、
不
用
陳
語
常
談
。
寫
投
梅
聖
俞
、
答

書
曰
『
子
詩
誠
工
、
但
未
能
以
故
爲
新
、
以
俗
爲
雅
爾
』」
と
い
う
話
が

あ
る
。
梅
堯
臣
は
閩
士
が
作
っ
た
詩
が
「
陳
語
常
談
」
を
用
い
な
い
こ

と
を
批
判
し
、「
以
故
爲
新
、
以
俗
爲
雅
」
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
自
身

は
虱
や
蚤
、
カ
ラ
ス
が
蛆
を
啄
む
等
し
ば
し
ば
卑
近
な
事
物
を
詩
に
引
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き
、
俗
語
表
現
を
用
い
て
「
捫
蝨
得
蚤
」「
秀
叔
頭
蝨
」「
八
月
九
日
晨

興
如
廁
有
鴉
啄
蛆
」
の
よ
う
な
詩
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

蘇
軾
「
題
柳
子
厚
詩
二
首
」
其
二
（『
蘇
軾
文
集
』
卷
六
七
、
第
五
冊
、

第
二
一
〇
九
頁
）
に
は
「
用
事
當
以
故
爲
新
、
以
俗
爲
雅
」
と
あ
る
。

ま
た
、
蘇
門
の
黄
庭
堅
「
再
次
韻
（
楊
明
叔
）」
引
（
劉
尚
榮
校
點
『
黄

庭
堅
詩
集
注
』
卷
一
二
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
、
第
二
冊
、
第
四

四
一
頁
）
に
「
蓋
以
俗
为
雅
、
以
故
爲
新
、
百
戰
百
勝
、
如
孫
呉
之
兵
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
類
す
る
發
言
は
宋
代
に
極
め
て
数
多
く
見

ら
れ
る
。

（
18
）	

高
岡
秀
成
『
木
工
集
』
序
に
「
集
舊
三
百
餘
首
、其
前
作
未
及
變
調
者
、

悉
刪
去
、
纔
存
五
十
一
首
、
蓋
其
意
在
精
、
而
不
在
多
也
」、
葛
西
因
是

『
初
集
』
序
に
「
自
乙
卯
至
丙
寅
、
凡
十
二
年
所
得
詩
千
余
首
、
山
人
刪

其
不
中
繩
墨
者
、
得
一
百
首
、
題
曰
『
如
亭
山
人
初
集
』」
と
あ
る
。

（
19
）	『
詩
本
草
』
第
三
十
一
段
の
「
魚
の
塩
漬
け
」
に
「
答
剌
如
嬌
妻
、
失

熇
弼
吉
如
艷
妾
、
肹
蔑
乙
鞿
失
如
俊
婢
、
屋
吉
貲
達
乙
如
名
妓
、
骨
達

乙
則
如
千
金
小
姐
、
可
愛
而
不
可
狎
也
。
答
剌
旲
魚
也
。
失
熇
弼
吉
松

魚
也
。
肹
蔑
乙
鞿
失
海
鰛
也
。
屋
吉
貲
達
乙
方
頭
魚
也
。
骨
達
乙
棘
鬣

魚
也
。
皆
是
鹽
藏
名
品
、
他
州
不
能
及
者
」
と
あ
る
。「
答
剌
」、「
失
熇

弼
吉
」、「
肹
蔑
乙
鞿
失
」、「
屋
吉
貲
達
乙
」、「
骨
達
乙
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
鱈た

ら

、
塩し

お

引び
き

鮭さ
け

、
姫ひ

め

鰯い
わ
し、

興お
き

津つ

鯛だ
い

、
小こ

鯛だ
い

の
漢
字
音
で
あ
る
。

（
20
）	『
詩
本
草
』
第
四
十
三
段
の
「
水
族
」
に
「
溪
上
幽
居
亦
有
時
新
魚
菜

逐
春
廻
至
。
擷
于
山
之
外
、
遇
着
種
種
水
族
、
亦
足
以
膳
己
饗
賓
矣
。

戴
玄
玉
寶
冠
披
爛
金
錦
袍
者
、
尖
頭
細
身
著
蒼
衣
者
、
巨
口
大
腹
皂
巾

皂
服
者
、
一
身
溫
潤
白
衣
白
裳
者
、
霜
冠
而
雪
袍
者
、
花
面
而
彩
衣
者
、

短
軀
環
眼
黄
盔
黄
甲
持
三
尖
刀
者
、
長
頸
深
目
手
足
肥
大
穿
綠
銅
圓
鎧

者
、短
小
精
悍
衣
斑
衣
者
、首
平
腮
濶
腕
粗
腳
笨
掛
茶
褐
色
團
花
戰
袍
者
、

撥
刺
奮
躍
、
每
日
來
吾
廚
下
、
聽
割
烹
法
令
、
方
饞
腸
清
福
時
也
」
と

あ
る
。

（
21
）	

清
・
袁
枚
『
隨
園
詩
話
』
卷
一
二
（
人
民
文
學
出
版
社
、一
九
六
〇
年
、

第
四
一
三
頁
）
に
「
孫
興
公
說
高
輔
佐
『
如
白
地
光
明
錦
、裁
爲
負
版
袴
、

雖
邊
幅
頗
濶
、
而
全
乏
剪
裁
』。
宋
詩
話
云
『
郭
功
甫
如
二
十
四
味
大
排

筵
席
、
非
不
華
侈
、
而
求
其
適
口
者
少
矣
』。
一
以
衣
喩
文
、
一
以
食
喩

詩
、
作
者
俱
當
錄
之
座
右
」
と
あ
る
。

（
22
）	『
蘇
軾
詩
集
合
注
』
卷
二
一
、
第
三
冊
、
第
一
〇
八
六
頁
。

（
23
）	

宋
・
晁
補
之
『
濟
北
晁
先
生
雞
肋
集
』
卷
四
、『
四
部
叢
刊
』
景
明
本
。

（
24
）	

蘇
軾
「
書
黄
子
思
詩
集
後
」（『
蘇
軾
文
集
』
卷
六
七
、
第
五
冊
、
第

二
一
二
四
頁
）
を
參
照
。

（
25
）	

宋
・
楊
万
里
『
誠
齋
集
』
卷
三
一
、『
四
部
叢
刊
』
景
宋
寫
本
。

（ 120 ）


